	医療ガス設備の工事施工監理指針の概要
１　医療ガス設備の工事施工監理業務に当たっては、次に掲げる点に留意する。
⑴　医療ガス設備に用いられる機材を医療ガスの種別により特定化し、工事の施工者が医療ガスの種別の容易かつ確実な判別を可能とすることによって、種別の異なる医療ガス間の非互換性を確保し、誤接続を防止する。
⑵　適正な使用材料及び部品を選定し、また清潔を維持するために必要な対応を行う。
⑶　既に使用している医療ガス設備の工事を行う場合は、既存部分への供給異常や汚染の防止に特に注意する。
⑷　工事に当たっては、病院等内の各臨床部門の職員に工事を実施する旨を周知徹底する。
⑸　工事完了後、医療ガス設備の臨床使用に先立って、実施責任者又は病院等の職員のうち医療ガスに関する知識と技術を有する者として医療ガス安全管理委員会が選任した実施責任者等が、 ３ に規定するところにより、厳正な確認を実施する。
２　医療ガス設備の工事に当たっては、事前に定められた実施責任者が施工監理業務を行う。
３　医療ガス設備の工事完了の際には、医療ガス設備の臨床使用に先立って、全ての配管端末器（アウトレット）に不備がなく、安全で、かつ所定の機能を備えていることを確認すること。なお、確認に当たっては次に掲げる点に留意する。
⑴　実施責任者等は、工事施工者が配管端末器（アウトレット）の確認を行う際に立ち会い、⑶に掲げる事項について、工事施工者と共に配管端末器（アウトレット）に不備がないことを確認する。確認終了後、実施責任者等は、工事施工者が作成する検査書に署名・捺印し、委員会に提出する。
⑵　工事施工者は、各系統の医療ガス設備において、医療ガスが正常に使用できる状態であることを確認する。なお、正常に使用できる状態とは次のとおりである。
①　定置式超低温液化ガス貯槽（CE）に液化酸素が充填されている。
②　マニフォールド関連のボンベが全て接続されている。
③　医療ガス設備に関連する機器類に必要な電源設備が正常であり、給排水に異常がない。
④　通常運転が可能で、各配管端末器（アウトレット）に医療ガスが送気されている。
⑶　実施責任者等は、臨床使用に先立って、全ての供給設備を稼働させ、個々の配管端末器（アウトレット）ごとに、次に掲げる事項について、確認を実施する。
①　外観
配管端末器（アウトレット）が外観上正しく設置されている。
②　機械的円滑性
試験用の器具ごとに決められたアダプタを差し込んだ時、着脱に支障がなく、堅固に固定される。また、他のアダプタが接続できない。
③　送気圧力（標準圧力）
送気圧力が標準圧力の範囲内である。
④　ガス別特定
配管端末器（アウトレット）に供給された医療ガスの、酸素濃度等で判別された種類、配管端末器（アウトレット）に表示されたガス名及び識別色が一致している。
⑤　流量性能（配管端末器（アウトレット）最大流量）
配管端末器（アウトレット）から最大流量を放出した時、圧力が標準圧力範囲内である。




